





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































利用者のコミュニケーションのくせ （方言、 笑い上戸、 皮肉屋等） を理解する
コミュニケーション活動の機能を維持する
その人の価値観や認識
価値観の尊重
個人的なこだわり
看護師自身の価値観とは合致しない患者の価値観を受け入れる
価値観の尊重
独自の世界の支援方法模索
患者が役割を果たせる場所の確保
役割遂行の支援
役割遂行の支援
社会 ・ 集団の中での役割
日常で自己決定を支えていく
自己決定の支援主体性の尊重
自己決定の重視
問題解決力の重視
能力のアセスメント
能力の
アセスメント
想定外のパワーの発見と期待
その人の特技を考える
介護負担の軽減
家族へのケア
家族が患者を意味のある存在として受け入れ、 残された時間を共に過ごせるためのケア
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生活創造を志向〉〈住空間としての快適性〉の
2つのコードで構成された。また、《環境調整》
は〈在宅での環境に近づける〉〈入居者のこれ
までの生活環境を施設の中に取り入れる〉〈否
定・強要せず活動が可能な環境を整える〉〈家
庭的な雰囲気で落ち着いて過ごせる環境をつく
る〉〈希望する活動を遂行可能にするために環
境整備を行う〉の5つのコードで構成された。
　【希望の成就】は、《希望の成就》《好みの尊
重》《感情を引き出す》の３つのサブカテゴリー
で構成された。《希望の成就》は、〈患者の希
望やその人らしさを引き出し、QOL を高める〉
〈患者の希望や意思をチームに繋ぐ〉〈暮らしに
ついて入居者の希望を聞く〉〈要望の表明の促
進〉〈入居者の言動や反応から、その人の希望
や思いを汲み取る〉〈その人の希望や意欲、楽
しみ〉の6つのコードで構成された。《好みの尊
重》は、〈一見些細な個人的な好みを尊重する〉
〈趣味・嗜好に関するアセスメントを行う〉〈利
用者が話しやすい話題について理解する〉の３
つのコードで構成された。《感情を引き出す》は、
〈well being の知覚〉〈自身の喜びの実感〉〈そ
の人らしさを考え、感情を引き出す〉〈不安へ
の対応〉の4つのコードで構成された。
　【価値観の尊重】は、《自己表現の促進》《価
値観の尊重》の2つのサブカテゴリーで構成さ
れた。《自己表現の促進》は、〈自己存在を表出
する〉〈自己表現を可能とした援助関係〉〈利用
者のコミュニケーションのくせ（方言、笑い上
戸、皮肉屋など）を理解する〉〈コミュニケーショ
ン活動の機能を維持する〉の４つのコードで構
成された。《価値観の尊重》は、〈その人の価値
観や認識〉〈個人的なこだわり〉〈看護師自身の
価値観とは合致しない患者の価値観を受け入れ
る〉〈価値観の尊重〉〈独自の世界の支援方法模
索〉の5つのコードで構成された。
　【役割遂行の支援】は、《役割遂行の支援》《自
己決定の支援》の2つのサブカテゴリーで構成
された。《役割遂行の支援》は、〈患者が役割を
果たせる場所の確保〉〈役割のメニューだけで
なく、やり方やその役割が行われる環境、状況
まで分析し評価して、役割の実施につなぐ〉〈社
会・集団のなかでの役割〉の３つのコードで構
成された。《自己決定の支援》は、〈日常で自己
決定を支えていく〉〈主体性の尊重〉〈自己決定
の重視〉の3つのコードで構成された。
　【能力のアセスメント】は、《能力のアセスメ
ント》《家族へのケア》の2つのサブカテゴリー
で構成された。《能力のアセスメント》は、〈問
題解決力の重視〉〈想定外のパワーの発見と期
待〉〈その人の特技を考える〉の３つのコード
で構成されていた。《家族へのケア》は、〈介護
負担の軽減〉〈家族が患者を意味のある存在と
して受け入れ、残された時間を共に過ごせるた
めのケア〉の2つのコードで構成された。
Ⅴ．考察
１．文献の概要
　「その人らしさ」や「その人らしさを尊重し
たケア」の内容を明らかにしている研究は232
編中16編と少なく、十分な文献や先行研究が存
在しないことが明確となった。人間の内面にあ
る「その人らしさ」を明確にするための研究は
1999年に初めて報告され、まだ始まったばかり
である。研究デザインも「これは何であるか？」
という現象について検討する因子探索研究の段
階であり、「その人らしさ」や「その人らしさ
を尊重したケア」は模索中であることから、質
的研究が多かったものと考えられる。さらに、
その人らしさを尊重したケアの対象者は、認知
症高齢者が9編と他の対象者に比べて多く、改
めて、「その人らしさを尊重したケア」が認知
症ケアの中で重要視されていることが推測され
た。
２．「その人らしさを尊重したケア」の内容
　文献結果の分析により、8カテゴリ−が形成
されたが、16編の文献の対象者は、認知症高齢
者だけではなく、終末期患者や対象が特定され
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ていないものも含まれていた。そのため、今回、
形成された8つのカテゴリーが認知症高齢者へ
のその人らしさを尊重したケアに適合するかを
検討する必要があると考えた。そこで、「認知
症ケア標準テキスト 改訂・認知症ケアの基礎」
23）で示している認知症ケアの原理・原則、①
高齢者の主体性の尊重、自己決定の尊重、②高
齢者の生活の継続性の保持、③自由と安全の保
証、④権利侵害の排除、⑤社会的交流とプライ
バシーの尊重、⑥個別的対応、⑦環境の急激な
変化の忌避、⑧その人のもっている能力に注目
し、生きる意欲、希望の再発見を可能にするよ
うな自立支援、⑨人としての尊厳性の保持、⑩
身体的に良好な状態の維持と合併症の防止の10
項目と本研究で形成された8カテゴリーとの関
連について考察を述べる。
　【生活習慣の支援】は、認知症高齢者の日常
生活や行動を支え、これまでの生活を継続
することであり、生活リズムを保つことになる。
その際に、【人生歴の把握】をし、対象者の人
生を考えながら個別的な対応をすることは、認
知症高齢者の生活を豊かにすることにつながる
と考えられる。これは、認知症ケアの原則であ
る「高齢者の生活の継続性の保持」「個別的対応」
に一致すると考える。認知症ケアでは一人ひと
りが生きてきた人生に向き合い、その生きてき
た軌跡を折りにふれて語ってもらえるような関
わりが大事であると考える。また、【人や物と
の繋がりのケア】により、《孤立化の防止》や《思
いやりの相互作用》をすることによって、認知
症高齢者との時間を共有したり、人や物との繋
がりが拡大していく。そして、《自己空間の確
保》などの【環境調整】を行うことは、脳の働
きを刺激する環境を作り、心地よい環境、他者
との交流を活発にすることができると考えられ
る。これらは、認知症ケアの原則である「社会
的交流とプライバシーの尊重」につながる。特
にアルツハイマー病の経過をみると個人差が大
きいと言われ、必ずしも初期、中期、末期の典
型的な経過をたどるわけではない24）。その要
因として様々なことが考えられるが、人的・物
的環境を豊かにしていくことが社会的交流に繋
がり、結果的には認知症の進行を遅らせること
になる。さらに、【希望の成就】や【価値観の
尊重】を行うことは、対象者の希望や思いを汲
み取り、個人の好みを尊重し、望む生活に向け
ての支援につながり、認知症ケアの原則である
「高齢者の主体性の尊重、自己決定の尊重」「人
としての尊厳性の保持」「権利侵害の排除」を
することになる。その支援にあたって、【役割
遂行の支援】や【能力のアセスメント】をする
ことは、対象者が持っている能力に着目し、そ
の活用を考えることになり、認知症ケアの原則
である「高齢者の主体性の尊重、自己決定の尊
重」「その人のもっている能力に注目し、生き
る意欲、希望の再発見を可能にするような自立
支援」につながる。認知症高齢者の能力は強み
として捉えることができ、希望や価値観に着目
することもまた認知症高齢者の強みを見出すこ
とに繋がると考える。認知症が進行していく中
でも、その人の強みを捉える努力は継続してい
くべきであると考える。
　以上のように、本研究で形成された8カテゴ
リーは認知症ケアの原則を満たしており、認知
症高齢者への「その人らしさを尊重したケア」
につながり、その視点になり得ると考えられた。
しかし、これらの8つのカテゴリーは認知症高
齢者だけでなく、一般的などのような状況の対
象者にも適応する内容であると考えられた。記
憶障害や見当識障害などの症状が進行し、言語
的コミュニケーションが困難となるなど、不可
逆的な経過をたどる認知症高齢者には、その変
化過程の理解や個々の認知状況に合った関わり
など、さらに特徴的な「その人らしさを尊重し
たケア」があると推測され、研究課題としてあ
げられた。
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Ⅵ．まとめ
　16編の「その人らしさ」や「その人らしさを
尊重したケア」に関する文献を分析し、形成さ
れた認知症高齢者への「その人らしさを尊重し
たケア」は、【生活習慣の支援】【人生歴の把握】
【人や物との繋がりのケア】【環境調整】【希望
の成就】【価値観の尊重】【役割遂行の支援】や
【能力のアセスメント】であった。
注
1：高齢者虐待防止法に規定される施設。老人
福祉施設、有料老人ホーム、地域密着型介護老
人福祉施設、介護老人福祉施設、介護老人保健
施設、介護療養型医療施設。
2：認知症老人の日常生活自立度判定基準Ⅱは
日常生活に支障をきたすような症状・行動や意
思疎通の困難さが多少みられても、誰かが注意
していれば自立できる状況である。
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